
講師：大谷 邦郎 氏
（上方文化笑学センター客員研究員
／ダイバーシティ戦隊・ヤルンジャーズ隊長
／講談作家）

笑いのダイバーシティ
～障害者も笑って欲しい？～

日本笑い学会関東支部第29４回オンライン研究会

【講師紹介】
1984年MBS入社 大半をテレビ・ラジオの記者として過ごす。
その間に、日本民間放送連盟賞・ラジオ報道番組最優秀賞、
ギャラクシー賞・ラジオ部門大賞等受賞。その後、ラジオ報道
部長、宣伝部長、人事局キャリア推進部長を歴任。
2016年11月、「グッドニュース情報発信塾」を立ち上げ、情報
発信コンサルタントとして独立。各種セミナー行う一方、様々な
企業や施設・団体で、情報発信のためのコンサルタントを行っ
ている。
著書：「風のHEROES ～車いすダンスの軌跡～」（星湖舎）、
「耳の聞こえない人、オモロイやん！と思わず言っちゃう本」
（星湖舎）、「なんでもない日はとくべつな日～渡航移植が残し
たもの～」（はる書房）、「発達凸凹活用マニュアル」等

【講演概要】
今、様々な組織で進められているダイバーシティ。直訳すれ
ば「多様性」となりますが、もちろん、笑いにも様々な多様性が
あります。しかし、かつては（あるいは今も？）タブー視されるの
が、障がいをネタにした笑い。まさに、取り扱い注意の笑い。け
れど、障害者は、こうも言います。「ボクらも笑って欲しい」と。彼
らが、笑われるより嫌うのは何か？それは・・・この回答は講演
にとっておくとして、なかなか理解しがたい「発達障害」や「聴覚
障害」など、見えにくい障害と呼ばれる彼らの「特性」や「思い」
を交えながら、障害者と笑いについて、取材してきた彼らの
「声」をご紹介出来ればと思っています。

主催：日本笑い学会関東支部
問合せ・申込先：un_ei-01@warai-kanto-0808.org

ホームページ：http://www.warai-kanto-0808.org/

コロナ対策のため事前申し込み制
会員無料

（非会員は参加費 １０００円）
（ただし非会員の学生は無料）

2021年5月22日(土)
講演 １４：３０～１６：３０
Zoom入場は １４：15～

※新型コロナ感染拡大に伴い、会場参加
は中止とし、Zoomによるオンライン参
加のみとなりました。

申込み方法：お名前・会員番号
（非会員の方は「非会員」、学生
の方は学校名）を記載し、
メールにて申込み下さい。


